
 

平成 28年度 横浜市総合教育会議 次第 

 

日時 平成 28年９月２日（金）14時 30分～15時 30分 

場所 関内新井ホール 

 

１ 開 会 

２ 市 長 挨 拶 

３ 協 議  

横浜ならではの資産を生かした多様な教育機会の創出 

～子どもたちの「本物」体験の充実に向けて～ 

 

４ 閉 会 

 

【配付資料】 

資料１ 論点・参考データ 

資料２ 横浜市教育大綱 

資料３ 横浜市総合教育会議運営要綱 

       



 

 
 

 

 

議題 横浜ならではの資産を生かした多様な教育機会の創出 

 ～子どもたちの「本物」体験の充実に向けて～ 
 

 

     論点① 横浜において子どもたちはどのような 

「本物」体験をすることが望まれるか 

論点② “オール横浜”でどのように取組を 

進めるべきか 
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◆開港の地「横浜」の歴史・文化資産を活用した小学校における歴史学習、中学校における 

近現代史の学習の推進 

○博物館デビュー支援事業  ＜教育委員会＞ 

 横浜市歴史博物館が学校内歴史資料室に伝わる地域の文化財の整理・展示のリニューアル 

を支援（平成 27年度小学校 13校） 

○「吉田新田」に関する学習  ＜教育委員会＞ 

歴史博物館学芸員による出前授業（小学４年生）、歴史博物館常設展示での説明、教職員

対象の学習会などを開催 

○横浜開港資料館や横浜みなと博物館（日本丸）等への小・中学生の校外学習での訪問、 

 開港以来の歴史に関する学習 

 

横浜の歴史資産を生かした教育機会の創出 

開港以来の横浜の主な歴史・文化資産 

 

これまでの主な取組 

 

大倉山記念館 横浜開港資料館 

象の鼻パーク 
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◆横浜ゆかり(※)のリオ 2016オリンピック日本代表選手団 

分類 競技 人数 
選手 14競技 48人 

コーチ・ドクター・ 
トレーナー等 

14競技 36人 

 
 
 
 
 
 
◆横浜ゆかりのリオ 2016パラリンピック日本代表選手団 

分類 競技 人数 
選手 ６競技 ９人 

コーチ・ドクター・ 
トレーナー等 

４競技 ５人 

 
 
※横浜ゆかり：住所、勤務先、出身校又は所属するチームの所在地が横浜市（横浜市市民局調べ） 

 
 
 
 

○平成 28年２月８日、横浜市は英国オリンピック委員会、日本オリンピック委員会、川崎

市、慶應義塾大学との間で、東京 2020オリンピックにおける、英国オリンピック代表チ

ームの横浜市及び川崎市での事前キャンプ実施に関する覚書を締結。 
○国が主導する「ホストタウン構想」においても、横浜市は英国のホストタウンとして登録

を受けている。ホストタウン登録を契機に、今後、英国オリンピック代表チームや駐日英

国大使館と連携しながら、スポーツをはじめ、文化・芸術、経済、教育など様々な分野で

交流を推進する。 
 
 
 
 
 

2019 年・2020 年国際スポーツイベントを契機とした教育機会の創出（１） 

横浜ゆかりの代表選手・コーチ等 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機とした国際交流 

 

※敬称略 

①横浜ゆかりのメダリスト 
山縣亮太（陸上）、 
内村航平・白井健三・山室光史（体操）、 
羽賀龍之介（柔道）、 
樋口黎・太田忍（レスリング）、 
箱山愛香（シンクロナイズドスイミング） 
 
②大会前に市長を表敬訪問した横浜ゆかりの選手 
山口真理恵・小出深冬（女子７人制ラグビー）、 
長谷川大悟（陸上） 

欠端瑛子（ゴールボール）、有吉利枝（ボート）、 
林田泰河・成田真由美（水泳）、 
山口貴久・若山英史（ウィルチェアーラグビー）、

二條実穂（車いすテニス）、 
辻沙絵・中山和美（陸上）  
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◆オリンピック・パラリンピック出場経験者等との交流を通じた運動意欲の向上 

○「はまっ子スポーツウェーブ」「中学校総合体育大会」等へのオリンピアン・パラリンピ

アン等の招へい  ＜教育委員会＞ 
 小学校水泳大会・球技大会・体育大会や、中学校総合体育大会・中学校部活動合同練習会

において、オリンピアン・パラリンピアン等、トップアスリートによる講話と実技。 
○オリンピアン・パラリンピアンの学校訪問  ＜市民局＞ 
 オリンピアン・パラリンピアンを講師として小学校等に招へいし、講演と実技指導を行う。

トップアスリートとの交流を通じてスポーツ意欲の向上を図る。 
（平成 27年度［学校訪問事業］：35件） 
 

◆その他の取組 
○世界こどもスポーツサミット in横浜（平成 21年度） ＜市民局＞ 
 世界のこどもたちが横浜に集結して、スポーツ人の心＝フェアプレー精神にのっとり、よ

りよい未来（環境・平和）について語り合い、その成果を「世界こどもスポーツ横浜宣言」

にまとめ、世界へ発信した。（平成 21年８月：16の国と地域から 927人が参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの主な取組 

 

2019 年・2020 年国際スポーツイベントを契機とした教育機会の創出（２） 
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◆横浜市の姉妹・友好都市、パートナー都市との連携・交流 ＜国際局＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆2017 年アジア開発銀行年次総会横浜開催に向けた交流事業 ＜文化観光局＞ 

○アジア太平洋地域への関心を深めるため、青年海外協力隊派遣経験者等による国際理解講

座（小中学生） 
○東アジア文化都市を共に実施した、中国泉州市と韓国光州広域市の芸術団体と、高校生と

の音楽を通じた連携事業 等 
 
 

◆市立高校の姉妹校交流 ＜教育委員会＞ 

締結校 締結先国・都市 締結先学校名 締結年度 

みなと総合高校 カナダ・バンクーバー ブリタニアセカンダリースクール 平成 17年度 

中国・上海 上海市工商外国語学校 平成 27年度 

横浜サイエンス 

フロンティア高校 

カナダ・バンクーバー デイビッドトンプソン 

セカンダリースクール 

平成 20年度 

南高校 カナダ・バンクーバー ポイントグレイセカンダリー 

スクール 

平成 23年度 

横浜商業高校 カナダ・バンクーバー サーウィンストンチャーチル 

セカンダリースクール 

平成 27年度 

金沢高校 アメリカ・サンディエゴ ミッションベイハイスクール 平成 27年度 

 
 
 

横浜市の国際交流 （１） 
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◆小中学校における姉妹校交流 ＜教育委員会＞ 

＜小学校（義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部含む）＞ 

締結校 締結先国・都市 締結先学校名 

南区 永田台小学校 
オーストラリア 

・モンミア 
モンミア プライマリースクール 

旭区 万騎が原小学校 同・モートレーク モートレーク P-12 カレッジ 

旭区 中尾小学校 同・メルボルン サンドリンガムイースト プライマリースクール 

磯子区 森東小学校 同・カーネギー カーネギー プライマリースクール 

金沢区 西柴小学校 同・セントオーバンス セントオーバンスハイツ プライマリースクール 

金沢区 釜利谷小学校 同・メルボルン ホーソンウエスト プライマリースクール 

金沢区 金沢小学校 
アメリカ 

・サンディエゴ 

バーナード初等アジアンパシフィックランゲージ 

アカデミー 

金沢区 小田小学校 
オーストラリア 

・メルボルン 
ソルウェイ プライマリースクール 

青葉区 荏田西小学校 同・セール セール プライマリースクール 

青葉区 新石川小学校 同・メルボルン ウィリアムズタウンノース プライマリースクール 

泉区 緑園東小学校 同・ムーニーポンズ ムーニーポンズウエスト プライマリースクール 

※ H28.５.1 現在（H28.7 月調査時点） 

 

＜中学校（義務教育学校後期課程、特別支援学校中学部含む）＞ 

締結校 締結先国・都市 締結先学校名 

中区 港中学校 
中国  

・上海 
上海市南匯第二中学校 

港南区 
南高校 

附属中学校 

カナダ 

・バンクーバー 
ポイントグレイ セカンダリースクール 

金沢区 金沢中学校 
アメリカ 

・サンディエゴ 
パシフィックビーチ国際バカロレア中等学校 

金沢区 西柴中学校 
オーストラリア 

・セントオーバンス 
セントオーバンス セカンダリースクール 

※ H28.５.1 現在（H28.7 月調査時点） 

 
※ 平成 28 年４月１日に改正学校教育法が施行され、１人の校長のもと、９年間の一貫した教育を

行う「義務教育学校」が新たな校種として創設されました。本市では、改正法の施行に合わせ、 
義務教育学校霧が丘学園を開校しました。 

横浜市の国際交流 （２） 
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◆子どもたちが優れた文化・芸術に触れる機会の創出 
○心の教育ふれあいコンサート  ＜教育委員会＞ 
 横浜みなとみらいホールにて、市内すべての小学校４～６年生（内１学年）と特別支援学

校などの児童が神奈川フィルハーモニー管弦楽団の演奏を体験。 
○芸術文化教育プログラム推進事業  ＜文化観光局＞ 
 次世代を担う子どもたちの表現力やコミュニケーション力等を育成するため、アーティス

トによる芸術文化を体験。（平成 27年度 136 校） 
○小学校向け狂言鑑賞教室  ＜文化観光局＞ 
 小学校５～６年生を久良岐能舞台に招待して、教科書に出ている狂言を鑑賞し、ワークシ

ョップで学ぶ教室を開催。（平成 27年度 14 校） 
○親子で行く！ホールわくわく探検隊  ＜文化観光局＞ 

 横浜みなとみらいホールのスタッフによる、照明室や音響室の案内や、パイプオルガンの

機能の説明。（平成 28年度親子 180名） 

◆文化プログラムの推進 <文化観光局> 

○横浜音祭り  （平成 25年度、平成 28年度） 

 横浜みなとみらいホールを中心に、横浜らしい文化芸術の発信及び次世代育成事業を実施。 

○横浜トリエンナーレ  （平成 13年度、17 年度、20年度、23年度、26年度） 

日本を代表する現代アートの国際展。次回は平成 29年度開催予定。 

○Dance Dance Dance @ YOKOHAMA （平成 24年度、27年度） 

横浜の「街」そのものを舞台にしたダンスフェスティバル。 

◆横浜市歌の活用 

○よこはまアラメヤ音頭 

  市民の発案で市歌をアレンジした楽曲に振付けをした盆踊り。2010 年日本 APEC で披露。 

○Let’s Dance With YOKOHAMA  <教育委員会> 

全市立小学校６年生が参加する「横浜市立小学校体育大会」において、全児童が市歌をア

レンジした曲に合わせて演技。 
◆子どもたちによる芸術・文化の祭典  

○横浜市立学校総合文化祭   <教育委員会> 
市立小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の児童生徒の各種発表 

（中学校作曲コンクール・開催ポスター原画展・中学校生徒科学作品展 等） 

質の高い芸術文化に触れる機会の創出 （１） 

これまでの主な取組 
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横浜美術館、横浜みなとみらいホール、横浜能楽堂、久良岐能舞台、横浜市芸能センター 
（横浜にぎわい座）、大佛次郎記念館、市民ギャラリー・市民ギャラリーあざみ野、 
横浜市民文化会館関内ホール、区民文化センター、公会堂 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出典】 内閣府大臣官房政府広報室 「文化に関する世論調査」

 

参考データ 

 

質の高い芸術文化に触れる機会の創出 （２） 

文化芸術に関する意識調査結果のまとめ（横浜市文化観光局：平成 24 年度） 

教育活動に活用されている横浜の芸術文化施設等 
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◆地域・企業等と連携した体験活動、キャリア教育 

○はまっ子未来カンパニープロジェクト（起業家コンテスト） ＜教育委員会＞ 

 企業や関係局の協力を得て、子どもたちが実社会の課題を解決するための取組。今年度は 20校程

度の参加が見込まれ、その中から 10校程度が本選会で成果の発表を行う。この取組を通じ、子ど

もたちの地域貢献や社会参画の意識を育む。 

○子どもアドベンチャー ＜教育委員会＞ 

 夏休み期間を利用して、横浜市内の小・中学生を対象に、キャリア教育の視点から、「働く」こと

や、様々な社会体験を通じた「人との交流」の機会を提供します。また、これらの体験を通して、

子どもの夢を親子で語り合うなど、「親子のふれあいのきっかけづくり」も目的としています。 

○中区商店街お仕事体験  ＜中区＞ 
 中区の商店街と近隣の小学校が連携し、商店街の仕事を実体験し楽しく学ぶことにより、小学生

からのキャリア教育と商店街の振興を図る。 
○土曜楽校こども商店街  ＜中区＞ 
 こども自身が生活をしていくためのスキルを身に付けるきっかけとなる生活支援プログラムを実

施。「仕事体験」や「調理体験」、「金銭管理」などの体験を通して、自身の自立心や社会参加意識

を育む。（平成 28年度新規実施予定） 
○横浜マイスターの派遣事業  ＜経済局＞ 
 市が優れた技能職者として選定した「横浜マイスター」を小中学校や公共施設等に派遣し、技能 
披露や技能体験、職業講話などを行う。 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

■ 地域の人から学ぶ機会 

    
 
 

 
 
 

地域社会における実生活に根差した本物体験 

参考データ 

 

これまでの主な取組 

 

【出典】 全国学力・学習状況調査 
    

 【出典】 指定都市教育研究所連盟  
第 17 次共同研究（平成 25 年調査）    
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◆子どもたちが自然や生き物に親しむ事業 ＜環境創造局＞ 

○環境教育出前講座 

 生物多様性や地球温暖化防止、水や緑の保全・再生、資源の循環等について、ＮＰＯや企

業、市職員など専門知識を持った者が小・中学校や地域に出向き講座を実施する取組。座

学のほかに実験や自然体験など、幅広く展開。 

○市民が森に関わるきっかけづくり事業 

 森に関わる市民の裾野を広げるため、市内大学と連携して行う親子向けの「横浜の森の

楽校
がっこう

」、図書館と連携して身近な公園で見つけた自然をテーマに調べもの学習を行う「森

の中のプレイパーク」など森に関するイベントや講座を開催。また、環境活動支援センタ

ーや横浜自然観察の森など市内に５館あるウェルカムセンターでは、森の情報発信や森を

知り、楽しむための講座のほか、親子で様々な遊びやネイチャーゲームを行う「親子で自

然遊びイベント」や森の生き物への理解をさらに深める体験学習「レンジャーと森を歩こ

う」などを実施。 

○農業体験 

 環境活動支援センター内の畑で、小学生とその家族が農作業を体験し、農業の大切さを楽

しみながら学ぶ。また 15の市民農園において、小学生が農家と共に種まきから収穫まで

の農作業の一部を継続して行う取組を実施。 

○動物園で動物飼育体験 

 市内の３動物園では、それぞれの特色を活かしながら、動物を通して生物多様性や自然環

境について学んでもらうため、バックヤードツアーや飼育体験、小学校に出向く「出張ど

うぶつえんスクール」など様々な教育プログラムを提供。 
○水再生センターや風力発電所の施設見学 
 小学生を対象に市内に 11 か所ある水再生センターや、風力発電所の施設見学会を実施。

仕組みと環境保全の大切さを学ぶ。 
 
◆青少年育成事業 ＜こども青少年局＞ 

○青少年３施設運営事業 
 青少年研修センター、野島青少年研修センター、横浜こども科学館において、青少年が社

会体験や自然体験、科学体験などの多様な活動機会を得ることで、自主性や協調性、コミ

ュニケーション能力を育む。 
○青少年野外活動施設運営事業 
 市内３か所の青少年野外活動センターにおいて、自然環境の中で、集団活動や野外活動体

験を積み重ねることで、自主性、協調性、社会性を育み、心身ともに調和のとれた青少年

を育む。 

横浜の多様な自然環境を生かした本物体験（１） 

これまでの主な取組 
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■自然体験と道徳観・正義感の関係 

参考データ 

 
■子どもの自然体験の現状 

■自然体験と自己肯定感の関係 

【出典】 独立行政法人国立青少年教育振興機構 
「青少年の体験活動等に関する実態調査（平成 26 年度調査）」 

横浜の多様な自然環境を生かした本物体験（２） 
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◆MICE 次世代育成事業 ＜文化観光局＞ 

開催年月日 参加者数

1 平成24年6月17日 40

2
平成25年８月21日

～８月23日
17

3 平成25年9月28日 47

4 平成26年4月13日 123

5 平成26年7月19日 21

6 平成26年8月18日 29

7
平成26年10月16日
平成26年11日５日

67

8 平成26年11月27日 13

9 平成26年12月13日 79

10 平成27年6月6日 47

11 平成27年6月7日 42

12 平成27年7月21日 19

13 平成27年10月17日 30

14 平成27年11月8日 14

15 平成27年12月19日 100

16 平成28年3月26日 222

　
　

　　若い研究者の育成に貢献
　
　　　　  2015年6月、世界各国から800名の医師等が参加し開催された「第12回国
　際定位放射線治療学会学術大会」（表の11）では、会議に参加したスーパー
　ドクターが、高校生・大学生を対象に世界最先端がん放射線治療について、
　「スーパードクターが語る！世界最先端がん放射線治療の今」と題し講演を行
　いました。当講座に参加した2名の高校生が受講をきっかけとして、大学医学
　部に進学するなど、次世代を担う若い研究者の育成に貢献しました。

催事名 対象 開催内容

国際幹細胞学会第10回年次大会 高校生
京都大学iPS細胞研究所 所長 山中伸弥教授と
の交流会

サイエンスとアートの境界領域の最前線にいる研
究者・美術家によるパネル討論

CEDEC2013
高校生・大学生・
専門学校生

次世代のゲームクリエイター輩出を目的に3日間
の育成キャンプを開催。

日本地震学会2013年度秋季大会 高校生・大学生
・慶應義塾大学 環境情報学部(SFC)  准教授大
木聖子氏の講義
・深海調査研究船「かいれい」の見学

第1回がん撲滅サミット 中学生
がん治療の最先端についての講義と、重粒子線
治療機器の特別見学

日本地球惑星科学連合2014年大会 中学生・高校生 データベースと試料を用いた深海コアの実習

第18回世界社会学会議横浜大会 高校生 世界社会学会の会長・副会長によるレクチャー

CEDEC2014
高校生・大学生・
専門学校生

ファミコンゲーム「ファミスタ」の生みの親、岸本好
弘氏の講演と、ゲーム企画を1枚の紙で表現する
コンテストへの応募企画

第37回日本分子生物学会年会

高校生・教職員
市内高校（２校）に学会員を派遣し、出張授業を
実施

高校生・大学生・
大学院生・専門学
校生

第12回国際定位放射線治療学会 高校生・大学生
最先端がん放射線治療についての講義、最新機
器の見学

第11回ＩＣＭアジア太平洋地域会
議・助産学術集会

中学生・高校生 出産ジャーナリストによる講演会

日本薬学会第136年会 中学生・高校生 薬学に関する講演会

中学生
女性義肢装具士による講演・最新の義肢装具の
体験

第25回日本MRS年次大会 中学生 先端材料・先端科学に関する講義と実験

水素安全国際会議（ＩＣＨＳ） 中学生 水素エネルギーを活用した実験

第31回日本義肢装具学会学術大会

第24回日本MRS年次大会 中学生 先端材料・先端科学に関する講義と実験

「スーパードクターが語る！世界最先端がん放射線治療の今」

（2015年6月開催）

 

※MICE：Meeting （企業などの会議）、Incentive （企業等が行う報酬・研修旅行）、 

    Convention (学術会議等)、Exhibition & Event （展示会・イベントなど）の略 

国際会議・学会等を生かした本物体験 



平成27年9月















平成27年9月



横浜市総合教育会議運営要綱 

 
（趣旨） 

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第

162 号。以下「法」という。）第１条の４の規定に基づき、市長が設置する横浜市

総合教育会議（以下「会議」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

 
（会議） 

第２条 会議の議長は、市長が担う。 
２ 議題に応じて、副市長及び関係区局長等は、会議に出席できるものとする。 

 
（議題） 

第３条 会議では、法第１条の４第１項に規定する協議及び調整に関する事項を議題

とする。 

 
（関係者等の出席） 

第４条 会議は、法第１条の４第５項の規定により意見を聴くため必要があるときは、

関係者又は学識経験を有する者の出席を求めることができる。 

 
（会議の傍聴） 

第５条 会議の傍聴に関する事項は、別に定める。  

 
（議事録の作成及び公表） 

第６条 市長は、会議の終了後、その議事録を作成する。 
２ 議事録に記載する事項の概目は、次のとおりとする。 
(1) 開会及び閉会に関する事項及び年月日時 

 (2) 出欠席者の氏名 

(3) 会議日程 

(4) 議題に関する出席者の発言要旨  

 (5) その他市長が必要と認める事項 

３ 議事録は、会議を非公開で実施した事項その他公表に適さない事項を除き、イン

ターネットの利用その他の方法により公表するものとする。 

 

（幹事会） 
第７条 会議の議題に関する事前調整等を行うため、幹事会を置く。 
２ 幹事会は、市長部局及び教育委員会事務局のうち、会議の議題に関係する職員で

構成する。 

 



（庶務） 
第８条 会議の庶務は、教育委員会事務局総務部教育政策推進課において処理する。 

 
（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は会議での協議

により決定するものとする。 

 
附 則 

この要綱は、平成 27 年６月１日から適用する。 
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